
実
施
日

平
成
二
十
年
一
月
十
一
日
（
金
）

十
六
時
よ
り

場
所

十
四
階

職
員
課
打
合
せ
室

出
席
者

当
局
側
：

尾
崎
参

事(

職
員
課
長)

・
松
本
労
務
担

当
課
長

組
合
側
：

箱
田
副
委
員
長
、

藤
川
副
委
員
長
、
岩
田
書
記
長
、

中
里
書
記
次
長
、
武
藤
会
計

細
貝
組
織
部
長

内

容

当
局
側
：

先
日
提
案
を
し
た

人
事
異
動
意
向
調
査
の
実
施
に

つ
い
て
の
回
答
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

組
合
側
：

『
人
事
異
動
に
係

る
異
動
意
向
調
査
の
実
施
に
つ

い
て
』
の
提
案
を
受
け
執
行
委

員
会
で
議
論
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

提
案
の
際
、
人
材
育
成
及
び

組
織
活
性
化
を
図
る
目
的
で
の

人
事
異
動
と
い
う
こ
と
を
言
わ

れ
、
ま
た
人
的
交
流
拡
大
に
よ

る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
と
一

体
感
の
醸
成
へ
の
寄
与
に
つ
い

て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
そ
れ
は
組
合
員
に

将
来
と
希
望
が
感
じ
ら
れ
、
初

め
て
自
分
た
ち
の
働
き
甲
斐
の

あ
る
職
務
と
し
て
理
解
で
き
、

一
体
感
も
強
め
ら
れ
る
も
の
で

す
。
し
か
る
に
、
こ
の
間
の
ア

ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
の
強
硬
な
実

施
は
、
一
組
に
働
く
も
の
に
と
っ

て
夢
や
愛
着
を
な
く
さ
せ
て
い

く
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ

ん
。一

組
は
現
場
の
土
台
が
し
っ

か
り
し
、
か
つ
活
力
が
あ
っ
て

こ
そ
、
安
定
的
な
工
場
運
営
が

で
き
、
二
十
三
区
民
に
快
適
な

生
活
環
境
を
保
障
で
き
る
の
で

す
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
の

む
や
み
な
異
動
は
現
場
に
混
乱

を
持
ち
込
む
だ
け
の
も
の
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
。
慎
重
な
対
応

を
望
み
ま
す
。
そ
の
こ
と
を
冒

頭
に
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
う
え
で
、
回
答
す
る
前

に
何
点
か
確
認
し
て
お
き
た
い

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
当
局

の
考
え
方
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ

い
。

一
点
目
、
こ
の
意
向
調
査
の
位

置
づ
け
に
つ
い
て
、
以
前
提
出

し
て
い
る
異
動
申
告
書
よ
り
優

先
す
る
と
の
提
案
内
容
で
す
が
、

こ
れ
は
四
月
の
人
事
異
動
に
際

し
て
は
本
人
希
望
を
最
大
限
尊

重
す
る
と
い
う
意
味
だ
と
捉
え

ま
す
が
、
そ
れ
で
よ
い
の
か
ど

う
か
伺
い
ま
す
。

二
点
目
、
区
派
遣
職
員
に
対
す

る
意
向
調
査
に
つ
い
て
伺
い
ま

す
。
毎
年
、
人
事
異
動
で
は
固

有
職
員
の
み
が
動
か
さ
れ
る
事

態
は
、
そ
も
そ
も
清
掃
一
組
が

単
一
自
治
体
と
し
て
の
機
能
を

持
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か

と
の
意
見
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

反
対
に
区
派
遣
職
員
の
人
事
交

渉
窓
口
は
、
区
の
職
員
課
が
担

う
べ
き
で
、
一
組
の
意
図
す
る

ま
ま
に
異
動
さ
せ
ら
れ
て
は
モ

ラ
ル
低
下
を
招
く
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
す
。

一
組
当
局
が
「
組
織
と
し
て

一
体
感
の
醸
成
」
を
い
う
の
で

あ
れ
ば
、
区
派
遣
職
員
に
つ
い

て
も
、
固
有
職
員
と
同
様
に
と

り
あ
え
ず
ゆ
る
や
か
な
異
動
意

向
調
査
を
全
員
に
提
出
し
て
も

ら
っ
て
は
ど
う
か
。
そ
の
う
え

で
、
そ
の
希
望
を
踏
ま
え
て
異

動
を
行
え
る
よ
う
に
す
る
べ
き

と
考
え
ま
す
が
、
当
局
の
考
え

を
お
聞
き
し
ま
す
。

三
点
目
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

対
象
工
場
の
組
合
員
に
つ
い
て

は
、
以
前
の
交
渉
で
回
答
さ
れ

た
と
お
り
、
優
先
的
に
希
望
が

配
慮
さ
れ
る
も
の
と
考
え
ま
す

が
、
そ
れ
で
よ
い
の
か
ど
う
か

伺
い
ま
す
。

四
点
目
、
異
動
希
望
者
の
当
て

込
み
が
で
き
ず
、
必
要
と
さ
れ

る
所
属
に
配
置
で
き
な
い
場
合

は
ど
う
さ
れ
る
の
か
伺
い
ま
す
。

五
点
目
、
新
年
度
に
区
間
交
流

で
一
組
の
固
有
職
員
に
な
る
技

能
系
職
員
と
新
た
に
区
か
ら
派

遣
さ
れ
る
技
能
系
職
員
の
人
数

を
伺
い
ま
す
。

六
点
目
、
こ
の
意
向
調
査
は
区

派
遣
技
能
系
職
員
及
び
任
期
付

職
員
は
対
象
と
な
る
の
か
ど
う

か
伺
い
ま
す
。

当
局
側
：

確
認
を
求
め
ら
れ

た
事
項
に
つ
い
て
お
答
え
し
ま

す
。

一
点
目
、
そ
の
よ
う
に
考
え
て

い
た
だ
い
て
結
構
で
す
。

二
点
目
、
区
派
遣
職
員
を
派
遣

元
区
以
外
の
工
場
等
へ
異
動
し

て
い
た
だ
く
対
応
は
既
に
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
各
区
に
派
遣
要
請

を
行
う
場
合
、
「
職
・
職
種
・

派
遣
先(

配
属
場
所)

・
人
数
・

派
遣
期
間
」
を
提
示
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
「
主
事(

電
気)

一
名
を
○
○
清
掃
工
場
に
平
成

二
十
年
四
月
か
ら
三
年
間
派
遣

し
て
く
だ
さ
い
。
」
と
派
遣
要

請
を
行
い
ま
す
の
で
、
区
派
遣

職
員
の
一
組
内
で
の
異
動
に
は

一
定
の
難
し
さ
が
あ
る
こ
と
も

ご
理
解
く
だ
さ
い
。

し
か
し
、
ご
意
見
に
つ
い
て

は
理
解
で
き
る
部
分
も
あ
り
ま

す
の
で
、
今
後
の
検
討
課
題
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
考
え

ま
す
。

な
お
、
他
区
所
在
の
清
掃
工

場
等
へ
の
異
動
を
希
望
す
る
区

派
遣
職
員
に
つ
い
て
は
、
派
遣

元
区
と
協
議
し
、
本
人
希
望
に

応
え
る
努
力
は
行
う
所
存
で
す
。

区
派
遣
職
員
で
他
工
場
等
へ
の

異
動
を
希
望
す
る
場
合
は
人
事

異
動
意
向
調
査
を
提
出
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

三
点
目
、
運
転
業
務
委
託
に
係

る
交
渉
の
際
に
も
申
し
ま
し
た

と
お
り
、
本
人
希
望
に
沿
う
よ

う
努
力
を
し
て
ま
い
る
所
存
で

す
。

四
点
目
、
意
向
調
査
の
希
望
だ

け
で
は
適
正
な
人
事
配
置
が
出

来
な
い
場
合
は
、
所
属
長
を
通

じ
て
職
員
の
み
な
さ
ん
に
理
解

と
協
力
を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

五
点
目
、
現
在
、
各
区
と
調
整

中
で
す
の
で
、
具
体
的
な
人
数

は
出
て
お
り
ま
せ
ん
。

六
点
目
、
区
派
遣
技
能
系
職
員

は
区
派
遣
の
技
術
系
職
員
と
同

二
面
へ

イ
タ
リ
ア
の
ナ
ポ
リ
と
そ
の

周
辺
で
、
ご
み
処
理
場
が
不
足

し
、
ご
み
が
街
の
通
り
に
あ
ふ

れ
出
し
て
い
る
。

処
理
法
を
巡
っ
て
一
部
で
住

民
と
警
官
隊
が
衝
突
、
プ
ロ
デ
ィ

首
相
と
政
府
は
八
日
、
緊
急
事

態
と
み
て
新
た
な
浄
化
対
策
案

を
発
表
し
た
。

先
月
末
か
ら
ご
み
処
理
場
が

い
っ
ぱ
い
と
な
り
、
収
集
作
業

が
ス
ト
ッ
プ
し
た
。
既
に
ナ
ポ

リ
一
帯
で
五
万
ト
ン
、
カ
ン
パ
ー

ニ
ア
州
全
体
で
十
万
ト
ン
以
上

の
ご
み
が
通
り
に
山
積
み
と
な
っ

て
異
臭
を
発
し
、
人
体
や
環
境

へ
の
悪
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
政
府
は
ナ
ポ
リ
郊
外
ピ
ア

ヌ
ー
ラ
の
旧
埋
め
立
て
式
処
理

場
を
一
時
し
の
ぎ
に
利
用
し
よ

う
と
し
た
が
、
環
境
悪
化
を
嫌

う
近
隣
住
民
が
反
発
。
八
日
未

明
に
は
公
共
バ
ス
に
放
火
し
た

り
、
警
官
隊
に
火
炎
瓶
を
投
げ

つ
け
た
り
し
た
た
め
、
警
官
側

は
催
涙
弾
を
放
つ
な
ど
混
乱
が

続
い
た
。
プ
ロ
デ
ィ
首
相
は
８

日
午
後
、
対
策
責
任
者
に
デ
ジ
ェ

ナ
ー
ロ
元
警
察
長
官
を
任
命
し
、

新
た
な
ご
み
処
理
場
を
用
意
し
、

焼
却
場
を
建
設
す
る
計
画
を
発

表
し
た
。
軍
を
ご
み
処
理
要
員

に
充
て
る
。
だ
が
、
ナ
ポ
リ
一

帯
の
処
理
場
不
足
問
題
は
十
四

年
前
か
ら
慢
性
的
に
続
い
て
い

る
。
背
景
に
は
廃
棄
物
処
理
を

有
力
な
資
金
源
と
す
る
地
元
マ

フ
ィ
ア
「
カ
モ
ッ
ラ
」
の
介
在

が
疑
わ
れ
て
い
る
。

ナ
ポ
リ
は
イ
タ
リ
ア
第
三
の

都
市
で
観
光
客
も
多
い
。

清
掃
工
場
建
設
が
遅
れ
た
原

因
も
あ
る
と
い
う
。

イ
タ
リ
ア
の
歌
が
あ
り
ま
す

ね
。
オ
ー
ソ
レ
ミ
ヨ
ー
。
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様
の
扱
い
と
な
り
ま
す
。

任
期
付
職
員
は
固
有
職
員
と

同
様
に
な
り
ま
す
。

組
合
側
：

次
に
具
体
的
な
記

入
方
法
等
に
つ
い
て
お
聞
き
し

ま
す
。

一
点
目
、
異
動
を
希
望
し
て
い

な
い
人
も
３
箇
所
ま
た
は
５
箇

所
記
入
す
る
こ
と
に
つ
い
て
疑

義
が
で
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

二
点
目
、
異
動
希
望
「
あ
り
」

で
、
３
箇
所
ま
た
は
５
箇
所
記

入
し
て
い
な
い
場
合
は
ど
う
す

る
の
か
。
同
様
に
異
動
希
望

「
な
し
」
ま
た
は
「
ど
ち
ら
で

も
よ
い
」
で
、
三
箇
所
ま
た
は

五
箇
所
記
入
し
て
い
な
い
場
合

は
ど
う
す
る
の
か
お
聞
き
し
ま

す
。場

合
に
よ
っ
て
は
記
入
に
協

力
し
た
も
の
が
不
利
益
と
な
り

得
ま
す
。
未
記
入
の
者
の
扱
い

を
明
確
に
お
答
え
く
だ
さ
い
。

三
点
目
、
再
任
用
、
再
雇
用
者

は
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
対
象
工

場
で
あ
っ
て
も
３
箇
所
の
記
入

で
よ
い
の
か
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

四
点
目
、
今
年
度
の
退
職
者
で

採
用
選
考
申
し
込
み
中
の
職
員

の
記
入
は
、
「
一
般
職
」
「
再

任
用
」
「
再
雇
用
」
、
い
ず
れ

の
シ
ー
ト
を
使
用
す
る
の
か
伺

い
ま
す
。

五
点
目
、
異
動
意
向
調
書
に
希

望
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
三

箇
所
ま
た
は
五
箇
所
記
入
さ
せ

る
こ
と
は
以
前
か
ら
実
施
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
記
入
の
有
無
が

本
人
に
と
っ
て
不
利
益
に
繋
が

る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
調
査

シ
ー
ト
に
そ
の
旨
を
明
記
す
る

こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

当
局
側
：

質
問
の
あ
っ
た
件

に
お
答
い
た
し
ま
す
。

一
点
目
、
皆
さ
ん
の
希
望
を
最

大
限
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、
３

箇
所
ま
た
は
５
箇
所
の
記
入
を

お
願
い
し
て
お
り
ま
す
。
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
す
る
次

第
で
す
。

二
点
目
、
こ
の
場
合
は
「
ど
こ

に
異
動
し
て
も
よ
い
。
」
と
の

意
向
で
あ
る
と
判
断
い
た
し
ま

す
。

三
点
目
、
３
箇
所
の
記
入
で
結

構
で
す
。

四
点
目
、
一
般
職
員
用
の
シ
ー

ト
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

五
点
目
、
そ
の
様
に
い
た
し
ま

す
。

組
合
側
：

当
局
に
考
え
方
は

お
聞
き
し
ま
し
た
。

今
年
度
も
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

に
伴
っ
て
大
幅
な
異
動
が
見
込

ま
れ
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
転

出
せ
ざ
る
を
え
な
い
職
員
も
新

た
な
職
場
で
希
望
を
も
っ
て
働

け
る
よ
う
、
本
人
の
意
向
が
十

分
尊
重
さ
れ
る
よ
う
望
む
も
の

で
す
。

今
後
、
具
体
的
な
配
置
を
行

う
に
あ
た
っ
て
は
、
十
分
な
本

人
意
向
の
確
認
を
行
う
こ
と
、

ま
た
組
合
と
も
十
分
な
協
議
を

行
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
了
解

し
ま
す
。

当
局
側
：

ご
理
解
を
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

来
週
、
十
五
日
に
は
所
属
長

に
通
知
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま

す
。

小
河
内
ダ
ム
に
よ
っ
て
出
来

た
湖
で
す
。
水
源
と
い
う
こ
と

で
ボ
ー
ト
等
は
無
く
、
名
物
の

ド
ラ
ム
缶
橋
も
、
釣
り
禁
止
と

な
っ
て
い
ま
し
た
。
魚
は
湖
に

住
む
鯉
、
ヘ
ラ
ブ
ナ
、
ワ
カ
サ

ギ
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
は
も
ち
ろ

ん
、
バ
ッ
ク
ウ
ォ
ー
タ
ー
か
ら

落
ち
て
き
た
、
山
女
魚
、
岩
魚

が
生
息
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

丹
波
川
に
放
流
さ
れ
た
鮎
が
再

生
産
し
て
い
ま
す
。
渓
流
釣
り

で
は
幸
い
に
も
、
ダ
ム
直
下
か

ら
５
０
０
メ
ー
ト
ル
下
流
ま
で

は
禁
漁
区
な
の
で
釣
り
し
て
い

る
と
き
に
こ
の
建
造
物
を
目
に

す
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま
せ
ん
。

尚
、
奥
多
摩
川
本
流
は
、
小

河
内
ダ
ム
よ
り
下
流
の
羽
村
堰

ま
で
、
奥
多
摩
漁
協
の
管
轄
に

な
り
ま
す
。

数
年
前
ま
で
は
、
日
原
川
、

大
丹
波
川
な
ど
の
支
流
は
別
々

に
管
理
し
て
い
ま
し
た
が
、
現

在
は
奥
多
摩
漁
協
に
統
合
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
湖
底
に

は
小
河
内
村
が
沈
ん
で
い
ま
す
。

つ
り
場
所
は
、
第
二
発
電
所
の

吐
き
出
し
で
す
。

こ
の
ポ
イ

ン
ト
は
地
下
式
の
吐
き
出
し
で

水
深
が
あ
り
最
深
部
は
良
型
の

ニ
ジ
マ
ス
、
そ
し
て
、
本
流
と

吐
き
出
し
と
の
合
流
か
ら
ブ
ッ

ツ
ケ
か
ら
が
山
女
魚
の
付
き
場

に
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
す
ぐ
上
流
が
「
奥
多
摩

フ
ィ
ッ
シ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
」
で

そ
こ
か
ら
落
ち
て
き
た
鱒
は
、

ブ
ッ
ツ
ケ
の
下
流
の
駆
け
上
が

り
に
付
い
て
い
る
よ
う
で
す
。

鮎
狙
い
だ
と
本
流
側
の
瀬
で

し
ょ
う
か
。

型
狙
い
だ
と
、
や
は
り
本
流

と
吐
き
出
し
の
合
流
部
分
で
す

が
囮
が
入
り
に
く
く
、
「
胴
締

め
＋
ち
び
ダ
マ
」
で
狙
い
ま
す
。

こ
こ
は
駐
車
場
や
ト
イ
レ
が

完
備
さ
れ
て
い
る
た
め
、
釣
り

人
も
多
く
、
早
い
時
間
に
入
渓

す
る
と
い
い
よ
う
で
す
。

今後の、清掃工場の建替え、更新工場の計画についてお知
らせいたします。

大田工場では、第一期の解体工事が平成２１年から２２年
で建設工事が、平成２２年から２５年になるようです。
規模は、３００トンの２炉、灰溶融炉７０トン２炉です。
第二期ですが、解体工事は、平成２７年から２９年。
建設工事は、平成２８年から３２年で、規模は３００トン

２炉です。
練馬工場は、解体工事が、平成２２年から２３年で、建設

工事が、平成２３年から２７年になっています。
この間の，工事期間中の搬入計画や、受け入れ情勢なども、

検討していかなければなりません。
次は、杉並工場、光が丘工場などが予定されていますが、ア

ウトソーシングありきの工場運営は、予測がつかない状況で
もある、新規人員の採用、直営堅持を訴えながら、取り組み
を開始していかなければならない。

測定器などが主力の春日無線から、トリオ音響、ケ
ンウッドと会社名が変わり、進歩する音響製品で有名
であるが、通信機器においては、指折りのメーカーで
あることは、ご存知の皆さんも多いと思います。

昭和３６年に発表された、短波受信機の９Ｒ５９ラ
インは、４２Ｊから９Ｒ５９Ｄまで製造され、同デザ
インのシリーズである送信機のＴⅩ－８８、８８Ａ、
８８Ｄまで進んで当時の主力機器でもありました。

筆者も、自分の部屋に、トリオラインが並んだパン
フレットを壁に貼り付けて、いつかは手に入れるぞと、
子供ながらに、夢を見ていましたな。

高周波１段中間周波２段で、感度も良く、Ｑマルチ
なる発振回路を持ち、ＳＳＢや、ＣＷ受信に威力を発
揮した。キットも出ていたが、完成品が人気があった
ようです。

現在、所有している９Ｒ５９は、改造を重ね、スタ
ビロや、クリスタルマーカー、トランスのシールドな
どで、少しだが性能を上げている。丈夫にできている
ので、今でも時間があると、電源を入れて調子を見る
ようにしています。いつまで大事にしていきたいと思
いますが、家族からは、「シーラカンスにならないう
ちに、なんとかしたほうがいいんじゃない」と言われ、
孫の代までもが、通用しない時代になってきたようで
す。良さがわからないんですな。ほんとに。
この受信機の部品は、秋葉で手に入ります。本体は、

オークション等で３万円くらいで、程度のよいものが
落札できそうです。

でも、置く場所は考えてください。玄関には置けま
せんから。内緒で押入れが一般的だそうです。

金沢工場施設概要
横浜市金沢区幸浦二丁目7番１

敷地面積 70,000m2
着 工 平成7年9月
竣 工 平成13年3月
稼 動 平成13年4月
総事業費 約626億円(用地取得費含まず)

処理能力 1,200t/日（400t/日×3炉）
工場棟 鉄骨鉄筋コンクリート造及び鉄骨造
地下1階 地上8階 延床面積 約49,452m2
管理棟 鉄筋コンクリート造

地上3階 延床面積 約2,649m2
煙 突 外筒鉄筋コンクリート造 内筒鋼板製 高さ 130ｍ
焼却装置設計・施工 日本鋼管株式会社（現 JFEエンジニア
リング株式会社）
焼却炉 全連続燃焼式ストーカ炉（3炉） 焼却炉 400t/日・

炉 ボイラー
単胴自然循環式廃熱ボイラー（3基）

エコノマイザ、過熱器付
蒸発量 大 68.8t/h
蒸気圧力 常用 3,920kPa
温度 常用 400℃

蒸気タービン
抽気復水型蒸気タービン（１基）

蒸気流量 大 188.5t/h
蒸気圧力 常用 3,730kPa
発電機出力 35,000kW 11,000V

排ガス処理設備 脱塩装置 消石灰（乾式）
及び活性炭噴射方式
脱硝装置 触媒脱硝方式（アンモニア水吹込み）
灰溶融設備 電気抵抗式溶融炉（１基）

溶融能力60t/日 スラグ成形装置付
受変電設備
受電方式 特別高圧2回線

受電電圧 66,000V
変圧器容量 18,000kVA

皆さんの記事を
募集しています。

写真、つり紀行、
趣味や、行事の報
告など掲載いたし
ます。よろしくお
願いいたします。

教宣部


